
1 

 

一般社団法人日本昆虫学会 2023 年度代議員総会 議事録 

 

（１） 日時および場所 2024 年 9 月 6 日 13:30～14:20 

九州大学農学部 266 講義室（対面・オンライン併用）  

（２）代議員の現在数 31 名  

（３）出席した代議員の数および出席者氏名（*評決委任者を含む） 

 徳田 誠、吉富 博之、大原 昌宏、東城 幸治、松村 洋子、井手 竜也、紙谷 聡志、 

 上田 昇平、中村 剛之*、市岡 孝朗、石川 忠、坂巻 祥孝*、杉浦 真治*、大庭伸也、 

岸本 圭子、神保 宇嗣、渡辺 恭平*、髙須賀 圭三、山田 量崇、小野 正人、金尾 太輔、 

久保田 耕平、舘 卓司、竹松 葉子*、深津 武馬*、平井 規央*、後藤 慎介、末吉 昌宏、 

江口 克之、吉田 貴大* 

（４）総会に出席した役員の氏名 

理事 

広渡 俊哉、市岡 孝朗、紙谷 聡志、三田 敏治、屋宜 禎央、徳田 誠、髙須賀 圭三 

東城 幸治、江口 克之 

監事 

大原 昌宏、野村 周平 

（５）総会議長の氏名 

大原昌宏 会長 

（６）決議事項及び報告事項 

報告事項 （カッコ内は報告者） 

1. 庶務幹事報告（庶務担当 紙谷 聡志） 

2. 渉外・事務幹事報告（渉外・事務幹事 井手 竜也） 

3. 図書幹事報告（図書幹事 神保 宇嗣） 

4. 編集委員会報告（委員長 東城 幸治） 

5. 自然保護委員会報告（委員長 林 成多） 

6. 日本の昆虫編集委員会報告（委員長 山田 量崇） 

7. 電子化推進委員会報告（委員長 上田 昇平） 

8. 大会支援委員会報告（委員長 東城 幸治） 

9. 日本昆虫目録委員会報告（委員長 三枝 豊平） 

10. 将来問題検討委員会報告（委員長 大島 一正） 

11. 男女共同参画推進委員会報告（委員長 中尾 史郎） 

12. 選挙管理委員会報告（委員長 市岡 孝朗） 

13. 日本 ICIPE 協会に関する報告（協会委員 佐藤 宏明） 

14. 自然史学会連合に関する報告（連合昆虫学会代表 矢後 勝也，代読 広渡） 

15. 日本分類学会連合に関する報告（連合昆虫学会代表 広渡 俊哉・井手 竜也） 

16. 日本昆虫科学連合に関する報告（連合昆虫学会代表 阿部 芳久） 

17. 2024 年度大会の日程と開催地（大会役員（予定）石川 忠） 
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18.その他 

 

協議事項 

1. 2023 年度決算，会計監査 

2. 2024 年度予算 

3. 名誉会員の推薦 

4. 任期満了に伴う理事，委員長の選任（投票） 

5. 発行から 3 年が経過した会誌「Entomological Science」誌と「昆蟲ニューシリーズ」誌 

バックナンバーの保管用 1 冊を除く処分 

6. その他 

 

（７）議事の経過の概要及びその結果 

 

報告事項 

・庶務幹事報告：会員数が減少していること、新たに大会理事、編集理事、大会支援委員長が承認されたこ

とを報告した。学会賞に Ueki ら(ENS 12535)および Terada ら(ENS 12538)が選ばれ、若手奨励賞に中濱 直

之氏（絶滅危惧昆虫の保全に向けた生態学及び遺伝学的研究）が選ばれ、あきつ賞には応募がなかったこと

を報告した。 

・図書幹事報告： J-STAGE による問い合わせに対する対応を行った。 

・編集委員会報告：2023 年に受領した原稿数（133）は、減少した前年に引き続いてやや減少した。採択率

は 16.5％。2024 年の採択率は現段階で 17.0％。前年以上に、例年に比べて緩やかなペースでの論文投稿が

続いている。 

 「昆蟲（ニューシリーズ）」誌編集報告：26 巻 4 号から 27 巻 3 号までの受領論文数（総説，原著，短報，

新記録ノート）は 41 編。内、受理 30 編、27 巻 4 号以降への持ち越し 8 編、却下 2 編、取り下げ 1 編。 

・日本の昆虫編集委員会報告：執筆要領と編集員会規定は学会ホームページを参照してください。 

・電子化推進委員会報告：ウェブサイトの英語サイトを充実、ドメインの更新、あきつ賞へ応募の現状につ

いて分析を行った。 

・日本昆虫目録委員会報告：第 6 巻鞘翅目の編集刊行が著しく遅滞している。第 7 巻鱗翅目は蝶類の部が

既刊されている。 

・男女共同参画推進委員会報告：オンライン委員会の開催。第 21 回男女共同参画学協会連絡会シンポジウ

ムへの参加。第 22 期男女共同参画学協会連絡会定期総会・第１回運営委員会に出席。 

・日本 ICIPE 協会に関する報告：，2024 年 10 月 1 日より，日本 ICIPE 協会は規約を変更したうえで，名

称を「日本アフリカ昆虫学協会」としてあらたに活動を開始。 

・日本分類学会連合に関する報告：第 23 回総会は 2024 年 1 月 6 日にオンラインで開催された。 

・日本昆虫科学連合に関する報告：2024 年 3 月 29 日，オンライン会議において総会が開催された。2024

年 3 月 30 日，日本昆虫学会第 84 回大会・第 68 回日本応用動物昆虫学会大会合同大会において、日本学術

会議・日本昆虫科学連合・日本昆虫学会・日本応用動物昆虫学会 共同主催の公開シンポジウム「分野を越え

海を越える昆虫科学」が開催された。2024 年 8 月 25 日から 8 月 30 日にかけて、国立京都国際会館におい
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て，第 27 回国際昆虫学会議が開催された。テーマは「知の統合による新たな発見」である。 

・その他：ICE2024 において、日本昆虫学会と台湾昆虫学会との共催企画を行った。 

 

決議事項 

・2023 年度決算，会計監査：原案の通り全会一致で可決された． 

・2024 年度予算：原案の通り全会一致で可決された． 

・名誉会員の推薦：名誉会員候補者として山根 爽一 会員が推薦され（推薦者：正会員 牧野 俊一・斉藤 明

子・阿部 芳久 説明者：代議員 小野 正人），無記名投票の全会一致で結果承認された．（投票数：26 名） 

・理事，監事，委員長の選任：無記名投票により，以下の理事・監事・委員長予定者の全員が全会一致で選 

任された．（投票数：26 名） 

理事候補者 

 野村 周平 国立科学博物館（代表理事予定） 

   後藤 慎介 大阪公立大学（副代表理事予定） 

 井手 竜也 国立科学博物館（庶務担当理事予定） 

 石川 忠 東京農業大学（庶務担当理事予定） 

 舘 卓司 九州大学（会計担当理事予定） 

 石川 忠 東京農業大学（大会理事予定） 

 広渡 俊哉 九州大学（監事予定） 

 市岡 孝朗 京都大学（監事予定） 

 （他の理事は任期途中につき留任） 

委員会委員長候補者 

 吉富博之 愛媛大学（自然保護委員会委員長予定） 

 山田量崇 兵庫県立大学（日本の昆虫編集委員会委員長予定） 

 徳田 誠 佐賀大学（将来問題検討委員会委員長予定） 

 上田昇平 大阪公立大学（電子化推進委員会委員長予定） 

 中尾史郎 京都府立大学（男女共同参画委員会委員長予定） 

 （他の委員会委員長は任期途中につき留任） 

 

以上、上記決議を明確にするため本議事録を作成し、議長（議事録作成者）および議事録署名人が次に署名

押印する。 

 

会長 

 

代議員 

 

代議員 


